






























【施設管理業務等の実施状況】 

１．はじめに 

 管理運営３年目となり、当共同事業体の運営が浸透し、運営方

針にご理解をいただいていると感じております。 

 特に利用者様とのコミュニケーションや関係性構築については、

昨年に引き続き良好な関係を構築できていると実感しており、フ

ロントや施設内でのコミュニケーションを図っており、今後も良

好な関係を継続してまいります。 

 一方で施設や設備のハード面に関するご意見を多数いただいており、可能な範囲では対応して

おりますが、高額な改修費用や設備改修が必要な案件については担当課様との協議を行い、利用

者様にご満足いただける施設を目指してまいります。 

 

２．施設の利用状況について 

 昨年度よりトレーニングジムの会員数が高水準のまま推移しており、シルバー世代の利用が大

半を占めるなか、昨年度後半より赤穂市と連携して実施をしている『フレイル予防』に特化した

プログラムも前年比 128％（355 人増）となり、連携効果が表れていると認識しており、今後も地

域課題解決に向け積極的に連携を進めてまいります。 

 館内イベントとしては 12 月に大相撲播州赤穂場所巡業の開催 ・受入れにより、約 2,200 名の方

が市内外より観戦に訪れました。このイベントにおいては神姫バスグループのネットワークを活

かし、シャトルバスの運行手配やチケット販売・周知を行い、赤穂市全体の交流人口や観光振興

に寄与できたと考えております。 

 屋外施設においては当施設及び当共同事業体代表団体とも業務の関連性がある姫路市に本社事

務所を置く企業の野球チームが本格的に 『活動拠点』として当施設を定期利用していることから、

有料利用者数の増加に繋がる結果となりました。 

 

【施設利用者数対比表（赤穂市民総合体育館）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有料利用人数 減免利用人数 計 有料利用人数 減免利用人数 計 有料利用人数 減免利用人数 計 対比

競技場 11,287 17,200 28,487 10,185 16,227 26,412 1,102 973 2,075 107.9%

サブ競技場 7,208 12,005 19,213 5,402 9,124 14,526 1,806 2,881 4,687 132.3%

トレーニング室 35,759 3,000 38,759 34,491 2,900 37,391 1,268 100 1,368 103.7%

卓球室 7,896 4,480 12,376 7,566 3,350 10,916 330 1,130 1,460 113.4%

計 62,150 36,685 98,835 57,644 31,601 89,245 4,506 5,084 9,590 110.7%

第1会議室 2,747 12,045 14,792 2,665 9,332 11,997 82 2,713 2,795 123.3%

第2会議室 220 10,161 10,381 310 4,308 4,618 -90 5,853 5,763 224.8%

計 2,967 22,206 25,173 2,975 13,640 16,615 -8 8,566 8,558 151.5%

第1武道場 1,679 9,018 10,697 903 8,307 9,210 776 711 1,487 116.1%

第2武道場 566 10,015 10,581 395 9,004 9,399 171 1,011 1,182 112.6%

第3武道場 2,446 10,025 12,471 2,700 6,440 9,140 -254 3,585 3,331 136.4%

第4武道場 3,235 9,410 12,645 4,258 6,165 10,423 -1,023 3,245 2,222 121.3%

弓道場 967 3,253 4,220 1,049 3,540 4,589 -82 -287 -369 92.0%

計 8,893 41,721 50,614 9,305 33,456 42,761 -412 8,265 7,853 118.4%

大人 3,955 56 4,011 4,084 152 4,236 -129 -96 -225 94.7%

小人 33,688 2,571 36,259 35,213 2,954 38,167 -1,525 -383 -1,908 95.0%

フリーパス券 29,678 0 29,678 30,030 0 30,030 -352 0 -352 98.8%

計 67,321 2,627 69,948 69,327 3,106 72,433 -2,006 -479 -2,485 96.6%

141,331 103,239 244,570 139,251 81,803 221,054 2,080 21,436 23,516 110.6%
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【施設利用者数対比表（赤穂城南緑地運動施設）】 

 

 

 

 

 

 

３．スポーツ教室の実施状況について 

（１）スイミングスクールについて 

会員獲得に向けて定期的に市内小学校・幼稚園等への会員募集チラシの配布や入会促進に向け

た無料体験会を積極的に実施しました。 

また休会・退会の抑止策としてスクール入会者を参加対象としたイベントを昨年度より増加さ

せ（2 回→4 回）、会員維持に努めましたが、昨年を下回る結果となり、次年度以降の運営方法を

再検討し、会員獲得・増加を図って参ります。 

幼児・小学生クラスの会員数が減少する一方、乳幼児を対象とした

ベビースイミングクラスは一定数の需要があり、乳幼児期から小学生

までスイミングに取り組めるプログラム整備を行ってまいります。 

 

（２）幼児体操教室について 

 この数年の参加傾向として、特に年少クラスにおいては年度当初は会員数が少なく、半ばから

後半になると増加する傾向となっています。 

 この要因としては３歳児保育の開始に伴い、幼稚園の生活に慣れることから始め、その後習い

事に取り組むといった風潮となっており、今年度も年度後半になると昨年度の同等数の在席会員

数なりましたが、人口構造上、低年齢人口が減少していることから、その入会者数も減少する結

果に繋がっています。 

 しかしながら幼児期クラス後の小学生クラスでは会員数が約30％増

となり、小学生の体力低下抑制や幼児期クラスでの取り組みが小学生

クラスにも繋がっていると認識しており、今後は幼児・小学生期で一

貫したプログラムを構築してまいります。 

 

（３）健康教室・種目教室について 

種目教室においては今年度より実験的に始まった部活動地域移行へ

の取り組みとしてバスケット・陸上競技・硬式テニスの３教室を実施

しました。バスケットにおいては市内中学校にバスケットボール部が

少ないことから約３０名の会員数となり、ジュニア期から継続した参

加となり、一定の実施が得られたものと考えています。 

次年度以降は水泳（競泳）や卓球についても地域移行化を推進するため、教室講師依頼団体と

も協議を行い、社会課題解決に向けて取り組んでまいります。 

健康教室においては昨年度同等の会員数で推移しておりますが、在籍会員数の少ない教室の閉

有料利用人数 減免利用人数 計 有料利用人数 減免利用人数 計 有料利用人数 減免利用人数 計 対比

3,109 20,898 24,007 2,128 18,317 20,445 981 2,581 3,562 117.4%

1,107 4,641 5,748 1,396 4,360 5,756 -289 281 -8 99.9%

436 4,476 4,912 610 4,719 5,329 -174 -243 -417 92.2%

4,652 30,015 34,667 4,134 27,396 31,530 518 2,619 3,137 109.9%

令和6年度 令和5年度 増減
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講や代替教室の開催を検討しており、新たな教室開催に向けて調整を図ってまいります。 

 

４．施設の管理状況について 

（１）修繕の実施状況 

 体育館内では施設の使用頻度の高さからプール室内・給湯配管系統の修繕が目立ち、年間通し

て部分改修を実施することとなりました。 

 特に給湯配管系統の修繕については、既設設備の設置時期が同一時期であるため、損傷するも

のも同時期になってくることから、今後も定期的に不具合が発生することが想定されます。 

 屋外施設については野球場管理棟内の空調・照明の不具合が相次ぎ、空調機器については予防

保全のための本体清掃や試験運転などを実施しておりますが、器機自体の老朽化もあり、結果と

して改修作業を行うこととなりました。 

 昨年度に比べ修繕実施件数は減少しましたが （年間 41 件→32 件）、次年度以降も同等数の不具

合箇所修繕が想定されており、改修に伴う利用制限が長引かないよう、予防保全や事前点検など

を徹底してまいります。 

 

（２）城南緑地公園整備状況 

 城南緑地運動施設の整備については野球場及びテニスコートを専門業者による整備を行いまし

た（下表詳細記載）。 

 野球場については 6 月の大規模整備のほか、スコアボードの点検を実施し、維持管理に努めて

いますが、点検実施後に設備に不具合が発生し、改修向けて状況の確認と協議を行っています。 

 陸上競技場においては昨年度末に終了した公認競技場再更新整備以降、状態が改善されたこと

もあり、定期的な整備作業により状態の維持に努めました。 

 

【城南緑地公園整備状況詳細】 

実施施設 実施内容 備考 

野球場 

内野黒土補充 ・不陸整正、マウンド・ブルペン

整形、内野ポイント設置、転圧、苦汁散布、外

野芝生エアレーション、施肥、目土散布、内野

レベル調整、ファウルゾーン溝蓋更新 

スコアボード点検 別途実施 

テニスコート 
アンツーカー・クレー土補充、不陸整正、コー

トライン補修、転圧 
 

緑地 

（高木剪定） 
高木枝剪定、駆逐・枯木伐採 

陸上競技場西側～相撲場西側緑

地帯の剪定実施 

（※）陸上競技場については日常作業での整備にて対応 

 

５．自主事業の実施について 

（１）託児ルームの開設 

子育て世代の方がスポーツへの参加機会増加を図ることを目的に、施設内の休眠スペースを活

用した託児ルームが開設３年目を迎えました。サービス認知度や利用促進に向けたイベントの開



催により、季節性の感染症により一時的に利用が減少した時期もありますが、利用者数が大きく

増加しています（下表参照）。 

利用増加の一方でサービス対応施設規模の都合上、受入れ可能数が

限定されるため、受入れを断るケースも発生しており、希望者様には

ご理解を求める対応も行いました。 

 

【託児ルーム利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

（２）スイミングスクール課外イベントの開催 

スイミングスクール会員を対象とした課外イベントを４件実施

しました。 

これまで同様のイベント実施機会が少なく、募集開始後に即定

員に達し、イベントに参加した会員様からは好評をいただき、ま

た継続した実施を要望されており、来年度は実施内容や頻度を増

加させ、多様なイベントを企画・開催してまいります。 

 

（３）トップアスリートの誘致活動 

 スポーツ都市宣言に寄与するため、３月にはオリンピックおよび世

界選手権の元日本代表選手 （種目 ：陸上競技 トラック 10,000m/マラ

ソン）によるクリニックの開催や、国内トップクラスの女子バスケッ

トボールリーグの公式戦誘致、チームとの交流戦やクリニックを誘致 ・

開催しました。 

 次年度以降もトップアスリート誘致 ・招聘事業を予定しており、事業の実施による競技の普及 ・

振興やスポーツ参加のきっかけづくりの場を提供してまいります。 

  

６．その他特記事項 ～赤穂市教育委員会と連携した事業の実施～ 

 施設の管理者として担当課である赤穂市教育委員会との関係構築は

必須であると考えており、施設の業務基準のほか、赤穂市実施事業の

運営協力を行っています。 

 協力する内容は、事業運営の協力のほか、当共同事業体の持つ経験

やノウハウを活用して、共催イベントの実施など、多角度での協力体

制を構築しています。 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

利用者延数 72 59 52 72 69 67 52 49 26 47 59 63 687

定期利用申込(実数) 5 4 5 6 8 5 5 4 3 5 6 7 63

都度利用 2 5 5 6 8 5 9 8 6 5 4 3 66

イベント利用 16 17 21 22 24 24 14 9 11 12 10 10 190

月間合計 88 76 73 94 93 91 66 58 37 59 69 73 877

昨年度 63 47 53 62 69 56 69 79 78 49 63 60 748

増減 25 29 20 32 24 35 -3 -21 -41 10 6 13 129



 【令和６年度における赤穂市事業協力実績】 

実施時期 連携事業名 連携内容 

５月 
市民総合体育祭開会式 

スポーツフェスティバル 
 

１１月 赤穂市民健康マラソン 
共同事業体所属スタッフを大会本部競技役員とし

て派遣協力したほか、飲食ブースの出店協力。 

１２月 赤穂義士祭奉賛大会 
共同事業体所属スタッフを大会本部競技役員とし

て派遣協力。 

通年 
観光プロモーション動画の

配信 

施設内デジタルサイネージでの赤穂市観光プロモ

ーション動画の配信 

 
介護予防事業実施の連携・

協力 
フレイル予防教室の実施案内、参加受入れ 

 









1　評価対象施設

2　利用状況（目標と実績）

ａ

ｂ

3　指定管理業務にかかる収支状況

収入計 Ａ

Ｃ

支出計 Ｂ

事業費

Ｄ

Ｅ

% % % % %

% % % % %

% % % % %再委託費比率

人件費率

利用料比率

事業収入

成果指標
実績

単位

15.9

142,343,575

Ｄ/Ｂ

Ｃ/Ａ

Ａ-Ｂ

区分 令和4年度決算

ｄ
スポーツ教室会員数 人 4,193 4,064

ｃ

実績

令和4年4月1日

令和9年3月31日

評価実施年

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

目標

開始日

終了日

指定
期間

実績 実績

72,495,557 68,270,972

・支出欄「Ｄ・Ｅ」は代表的な内訳を取り上げているため合計額とはならない。
・事業費は、該当年度及び過年度決算を記入する。また、次年度以降（指定期間内）は、予算を記載する。

補足説明

Ｅ/Ｂ 18.5 15.1 12.9

5.7

44.2 47.1 43.5 45.4 46.1

12.9

0

自主事業費 1,469,968 161,119 115,511 4,223,000 4,223,000

5.6 6.4 6.6 5.7

0 0 0 0

75,642,827 76,964,026

140,873,607 153,900,646 156,852,431 162,257,200 162,646,400

内、再委託料 22,610,868 28,466,522 23,642,483 21,520,020 21,566,220

内、人件費 62,894,859

その他（自主事業収等） 12,232,680 12,594,505 12,705,717 26,018,000 26,077,100

154,061,765 156,967,942 166,480,200 166,869,400

66,198,900 66,482,800教室等事業収入 51,362,800 60,328,200 59,906,130

64,800,000

利用料収入 7,948,095 9,839,060 10,356,095 9,463,300 9,509,500

指定管理料 70,800,000 71,300,000 74,000,000 64,800,000

令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度予算

ｅ

142,343,575 154,061,765 156,967,942 166,480,200 166,869,400

4,212 3,091 3,122

トレーニングジム参加者数 人 32,190 29,956 32,440 34,491 32,690 35,759 32,950 33,210

トレーニングジム会員数 人 3,000 3,292 3,030 3,852 3,060

4,256 4,277

11,943 13,940 14,000

4,214 4,056 4,235 4,234

スポーツ教室参加者数 人 13,760 12,652 13,820 13,88012,603

12,069 12,190

スイミングスクール参加者数 人 41,800 25,512 42,000 30,674 42,210 28,853 42,420 42,630

スイミングスクール会員数 人 11,714 9,494 11,831 9,132 11,949 8,724

65,300

体育館利用者数 人 237,380 210,126 239,300 221,054 241,220 244,570 243,180

運動施設利用者数 人 63,970 35,397 64,290 31,530 64,620 34,667 64,960

レクリエーションおよび環境の保全、市民の良好な生活づくり、健康・福祉の増進等

主な実施事業
一般及び団体への施設貸出に伴う使用許可、利用料徴収、各種スポーツ教室に伴う告知、参加料徴収、指導業務、また施
設管理における体育館、公園内運動施設、公園内植栽管理業務

目標 目標 目標 目標 実績

245,150

令和6年度　指定管理者管理運営事業評価シート

公の施設の名称 赤穂市民総合体育館及び赤穂城南緑地運動施設等

所在地 兵庫県赤穂市加里屋1278

指定管理者
団体名 赤穂S&Pマネジメント共同事業体

選定方法 公募 指定期間　5年のうち　3年目

所在地 兵庫県姫路市花田町一本松1-1

施設設置目的



４　事業評価

B

③
安
定
性

経理事務 専用の口座等を備え適切に経理事務を行っている。 B B

予算執行 収支予算書の範囲内で適正に予算を執行している。 C C

経費縮減 経費が縮減され、又は縮減に向けた努力を行っている。 C C

収支状況 収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。 C C

総　括 ③安定性に関する評価 C C

提案事項 指定管理者の提案事項については、市と協議し、提案のとおり実施している。 B B

利用状況 利用者数、稼働率等は、目標に対し妥当な水準である。 B B

総　括 ②サービスの質に関する評価 B B

苦情等対応
要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応している。 B B

要望、苦情等を整理し、遅延なく市に報告している。 B B

事業評価
利用者アンケート調査を実施し、その結果を利用者等に公表している。 B B

利用者の利便性向上を図るため、自己評価を実施し、利用者等に公表している。 B B

環境配慮 省エネルギー、省資源等環境への配慮がなされている。 B B

維持管理

仕様書等に従い、維持管理を適切に行っている。 B

広報活動 事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行っている。 B B

B

仕様書等に従い、設備の保守管理を行っている。 B B

備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。 B B

協定書等に従い、適切に修繕を行っている。 B B

B

事業運営

事業計画に即し、必須事業を実施している。 B B

施設の目的に沿った自主事業を実施している。 B B

事業内容がサービス水準の向上に寄与している。 B B

財務状況 指定管理者の財務状況は、業務の継続が可能な状態である。 B B

総　括 ①サービスの履行に関する評価 B B

②
サ
ー
ビ
ス
の
質

施設管理
協定書等に従い、開館日、閉館時間等を遵守している。 B B

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じている。 B B

利用者対応

利用許可、利用料金の徴収、減免、還付等の受付業務を適切に行っている。 B B

利用者に対して設備、備品等を適切に提供している。 B B

言葉使い、態度、服装等接遇が適切である。

連絡調整
協定書等に従い、各種報告書を市に提出している。 B B

市、関係団体等との連絡調整を適切に行い、情報の共有が図れている。 A B

緊急対応

事故、災害等の緊急時の連絡体制が整備されている。 B B

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練を行っている。 B B

緊急時又は危険予測時、直ちに措置を講じ、市に報告を行っている。 B B

情報公開
情報公開に関する法令や条例に準拠した運用がなされている。 - -

協定書等に従い、情報を適切に管理し、公表している。 B B

管理記録
業務日誌等を適切に整備、保管している。 B B

点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。 B B

B B

法令遵守等 法令、条例等に基づき、必要な点検、報告等を行っている。 B B

個人情報保護
個人情報保護に関する法令を遵守している。 B B

個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じている。 B B

評価区分 評価項目 自己評価 所管評価

①
サ
ー
ビ
ス
の
履
行

人員体制

事業計画に即し、人員を過不足なく配置している。 C C

必要な資格、経験を有する人員が確保されている。 B B

事業計画に即し、計画的に研修等を実施している。 B B

第三者への委託
外部委託の内容は、事前に市の承認を受けており適切である。 B B

外部委託業者に対して協定書等を遵守している。



※評価基準

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

所見
（成果、課題等）

【自己評価】

　管理運営３年目となり、当共同事業体の運営が浸透し、運営方針にご理解をいただいていると感じております。特に利用者
様とのコミュニケーションや関係性構築については、昨年に引き続き良好な関係を継続しており、フロントや施設内でのコミュ
ニケーションを図っており、今後も良好な関係を継続してまいります。
　昨年度よりトレーニングジムの会員数が高水準のまま推移しており、シルバー世代の利用が大半を占めるなか、昨年度後
半より赤穂市と連携して実施をしている「フレイル予防」に特化したプログラムも前年比128％（355人増）となり、連携効果が
表れていると認識しており、今後も地域課題解決に向け積極的に連携を進めてまいります。
　スポーツ教室においては少子化の影響もあり、スイミングスクール・幼児体操教室の会員数に大きく影響しておりますが、
種目教室においては中学校部活動の地域移行に伴い、講師依頼団体と調整のうえ地域活動を推進しており、次年度以降も
社会課題解決に向けて取り組んでまいります。
　施設修繕においては昨年度より実施件数は減少したものの、施設の老朽化や経年劣化が著しく、次年度以降も年間通し
て多くの不具合が発生する事も予想されることから、予防保全や点検等を徹底してまいります。

【所管評価】

「フレイル予防」に特化したプログラムの取り組みについては、前年より参加者が大幅に増えており大いに評価したい。引き
続き、地域課題の解決に向けて取り組んでもらいたい。また、体験教室などの積極的な開催及び周知方法の工夫により、利
用者及び収益の増加に取り組んでもらいたい。

前年評価 B 総合評価 B

総合評価 優良 自己評価、所管評価の「総括」にCが含まれず、かつAが過半数以上ある。

良好 優良、要改善以外の評価

自己評価・所管評価 優良 協定書、仕様書、事業計画書等を遵守し、要求水準より優れている。

良好 協定書等を遵守し、要求水準を概ね満たしている。

要改善 協定書等に定める要求水準を下まわっており、改善が必要と認められる。

総　　　　括 優良 評価項目の評価が全てB以上であり、かつAが過半数である。

要改善 自己評価、所管評価の「総括」にCが２つ以上含まれる。

良好 優良、要改善以外の評価

要改善 評価項目の評価の内、Cが１割以上含まれる。


